
令和６年度　ひばり認定こども園自己評価結果  

 

１．教育・保育の目標 

 

２．重点的に取り組む目標・計画 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

 

 園児一人一人に応じた教育・保育を一体的に行い、心身ともに健康で明るく、 

たくましい子を育てる。 

■目指す子どもの姿 

○げんきにあそぶ子 

○あいさつのできる子 

○おもいやりのある子 

○じぶんのことはじぶんでできる子

 ○【保護者と共に進める保育】ひばりコミュニティデイ（地域との交流事業）を進めて

いき、保護者とともに子育ての楽しさを共有できる環境づくりに努める。そのなかで、

教育・保育課程の周知や家庭教育の促進を図っていく。また、保護者の得意な分野で、

園の活動に協力してもらえるような関係づくりを図る。 

○【地域と共に進める保育】園から地域へのアプローチをしていき、園児が多様な体験

ができるよう計画していく。 

○【関係機関との情報共有】保護者支援に必要な情報について、関係機関との連絡を密

にし、共有していく。

 評 価 項 目 結果 取  組  状  況

 
教育・保育目標の共通理解

と周知
Ａ

ひ ば り コ ミ ュ ニ テ ィ デ イ の ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 作 成

を通して、教育・保育を振り返り、保護者への発信意識

が高まった。

 
保 護 者 や 地 域 と 共 に 進 め

る保育
Ｂ

地域とのつながりを深める試みを行うことができたが、

地 域 の 資 源 や 文 化 を 保 育 の 中 に 落 と し 込 む こ と が 難 し

かった。

 
関係機関との情報共有、連

携
Ｂ

関係機関との情報共有は進んでいるが、職員間での情報

伝達が十分ではない。施設の特色を知り、共通理解を進

めることが今後の課題。

 
園内外研修の充実、保育の

質の向上
Ａ

多くの職員が園内外の研修に参加し、保育の質の向上に

役立てることができた。

 ※評価結果の表示方法

 Ａ 十分達成されている

 Ｂ 達成されている

 Ｃ 取り組まれているが、成果が十分でない

 Ｄ 取組が不十分である



 

４．今後取り組むべき課題 
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課   題 具体的な取組方法

 

地域の資源を取り入れた教

育・保育

職員が地域にある資源について関心をもち、教育的な視

点から、園の教育・保育に取り入れる。

 

関係機関との相互理解を進

める

・関係機関の特色を知るための研修会に参加したり、研

修会を企画・開催したりする。 

・相互に関係機関の見学などを行い、情報交換の場を設

ける。


